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Ⅰ．はじめに
　厚生労働省の人口動態統計（2018）によると，
岩手県の出生数は，平成21年に初めて一万人を
切り，その後も減少の一途をたどっている．平
成30年は7,615人と，初めて八千人を下回った．
さらに，同年の岩手県の出生率（人口千対）は
6.5であり，47都道府県中，最下位の秋田県（5.2）
に次ぐワースト2位（北海道・青森県同順）で
あった．ここから，全国平均（7.4）と比較し，
岩手県では少子化が加速的に進行していること
が分かる（厚生労働省，2018）．
　岩手県では，平成12年頃より産婦人科医の減
少に伴う集約化により，周産期医療施設が相次
いで閉鎖に至った（福島，2004）．実際，平成
23年に周産期医療施設は39施設であったが，平
成30年は29施設（岩手県産婦人科医会，2019）
となった．ここ数年の間に，医師の高齢化や助
産師不足により産科を継続出来ずに閉科した施
設もある．従って，県民が安全で安心して出産
に臨める周産期医療体制を整備するために，助
産師確保は最重要課題の一つである．
　さらに，岩手県の就業助産師数は，平成12年
度の406人から平成28年度は389人と減少してい
る．岩手県内における助産師養成数も，令和2
年度には現在の定員30名から5名減の定員25名
となる予定である．このように，出生数・周産
期医療施設の減少，就業助産師数の減少，助産
師養成数の縮小など，岩手県における周産期医
療体制は危機的状況である．この危機的状況の
中，新卒助産師を岩手県に確保・定着させるこ
とは，本学の使命であるといえる．
　上記のような課題を受け，本学では平成29年
度より岩手県内の周産期医療施設の役割や助産
師の活動の実際を知ることを目的に，助産学科
目履修生（以下助産学生）を対象に県内の周産
期医療施設の視察研修（バスツアー）を企画・
実施した．その成果もあり，平成30年度は県内
の周産期医療施設を本学の助産学生が複数名受
験し，助産師としての内定を頂いた．岩手県に
とって，貴重な新卒助産師の確保につながるな
ど，今回の視察研修から一定の成果が得られた
といえる．そこで，本報告では，助産学生を対
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象とした岩手県内の周産期医療施設の視察研修
の実際及び成果を報告していく．
Ⅱ．研修の目的
　本研修は，助産学科目履修生が，岩手県内の
周産期医療施設の役割や助産師の活動の実際を
知ることを目的とする．
Ⅲ．研修の参加者
　本研修の参加者は，以下の通りである．
１．平成29年度
　平成29年度助産学科目履修生9名（看護学部3
年次生），及び助産師養成課程に興味関心があ
る看護学部2年次生3名の計12名．学生へは，視
察概要を示したポスターを学内に掲示すると共
に，助産学担当教員がアナウンスを行い公募し
た．なお，岩手県の周産期医療の実情を知り，
そこで求められる助産師の役割や期待されるこ
とについて理解を深めていただくために，保護
者も対象としたが参加申し込みはなかった．
２．平成30年度
　平成30年度助産学科目履修生8名（看護学部3
年次生）．平成29年度は低学年，保護者も対象
としたが，平成30年度は研修内容を焦点化する
ために，母性看護学関連科目の履修が修了し，
助産学科目履修が決定している学生を対象とし
た．
Ⅳ．視察研修の実際
１．視察施設の選定及び依頼
　岩手県の周産期医療の実状を広く学生に理解
してもらうために，各医療圏において中核的な
役割を担っている，本学の助産学実習施設でも
ある地域周産期母子医療センターを視察施設と
した．各施設の助産師と交流し，助産師の活動
の実際を知ることで，助産学実習で訪れる臨床
現場に触れ，実習指導者となる助産師と交流を
図ることで，助産学実習に臨む学生のレディネ
スを整えることが出来ると考え選定した．
　依頼手続きについては，各視察施設の病院長，
看護部長（総看護師長）宛てに依頼文書を送付
し，視察の承諾を得た．各施設の看護部に本研
修の目的・ねらいを伝え，当日のスケジュール・
内容については，各施設に委ねる形で予定を組
んだ．当日は，一台のバスに学生と引率教員が
乗車し，一日で3か所の施設の視察を行った．
なお，各施設の滞在時間は，90 ～ 120分であっ
た．
２．研修時期
　平成29年度，平成30年度共に，春季休業期間
中の2月に実施した．
３．視察研修の様子
　各施設で，施設概要，新人教育体制，キャリ
アアップ支援等に関する説明を受ける機会を設
けていただいた．産婦人科病棟の看護師長や助
産師，新人助産師のみならず，産婦人科医師か
らの挨拶の場を設けていただいた施設もあっ
た．さらに，グループに分かれ，学生-助産師
間で自由に意見交換する場を設けていただいた
施設もあった．学生達は，施設の視察，講話，
就業助産師との交流を通して，岩手県内の周産
期医療施設の役割や，助産師の活動の実際につ
いて理解を深めていた．
Ⅴ．研修の成果
　研修の成果を学生の声から把握するため，研
修終了後に自己記入式の研修についてのアン
ケート調査（以下，アンケート調査）を実施した．
１）時期
　　視察研修終了後に実施．
２）配布方法
　 　視察研修終了後，アンケート調査の目的，
方法，倫理的配慮について口頭で説明し，配
布した．
３）回収方法
　 　個別回収とした．春季休業期間中であった
為，帰省することも考慮し，無記名での郵送
も可とした．
４）アンケート調査の内容及び分析方法
　・ 「視察研修が将来を考える上で参考となっ
たか」については，〔参考になった〕〔ある
程度参考になった〕〔あまり参考にならな
かった〕〔参考にならなかった〕の4段階の
リッカート尺度を用い，分析は単純集計し
た．
　・ 「視察施設が3か所であったが，視察施設の
数は多かったか．少なかったか」について
は，〔ちょうど良い〕〔多い〕〔少ない〕の
3段階のリッカート尺度を用い，分析は単
純集計した．なお，本研修は，一日で3施
設を視察するといったスケジュールであっ
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た．そのため、視察施設数が妥当であった
のか，学生の声を把握するために本設問を
追加した． 
　・ 「今後，視察研修を希望する施設について」
及び「視察研修で印象に残ったことや学び
となったこと，感想や要望」については，
自由記述で尋ね，分析は似通った内容ごと
に分類し，内容分析した．なお，本報告で
は，回答された自由記述の一部を報告する．
２．倫理的配慮
　学生に対して本調査の主旨，目的，研究協力
は自由意志であり回答しなくても不利益は全く
被らないこと，回答・回収方法，個人が特定さ
れる可能性がないこと，報告書を作成する際に
活用させていただくことを口頭で説明した．な
お，アンケートへの回答をもって調査に承諾し
たものとみなした．
３．結果及び考察
　平成30年度，平成29年度の視察研修参加者，
計20名にアンケートを配布し，18名から回収し
た（回収率90％）．なお，岩手県内の周産期医
療施設の役割を知るを表1，岩手県の周産期医
療施設における助産師の活動の実際を知るを表
2，研修内容が将来を考えるうえで参考となっ
たかを表3，研修内容が将来を考えるうえで参
考となったと考える理由を表4に示す．
１）岩手県内の周産期医療施設の役割を知る
　本研修では，岩手県内の各医療圏において中
核的な役割を担っている，地域周産期母子医療
センターを視察した．地域周産期母子医療セン
ターとは，産科及び新生児医療を担当する小児
科等を備え，高度な周産期医療を提供できる医
療機関として，都道府県から認定される施設で
ある．岩手県内では，9施設が認定されている
（岩手県，2018）．「帝王切開が多いために愛着
形成を促すことができるようなケアを重点的に
行っていることがわかった．母子分離が長いた
め，面会の際は写真を撮る，実際に触れ合う，
なるべく赤ちゃんと母親が接する機会を持てる
ようにする等．ハイリスクの出産の愛着形成，
母乳ケア，授乳のケアが特色のように感じた．」
と表1に示すように，学生は本研修により，主
にハイリスク妊娠・分娩を取り扱う，地域周産
期母子医療センターの役割を知る機会を得てい
た．さらに，「病院によって助産師の業務の内
容に違いがあることをあらためて実感すること
ができた．」というように，3つの異なる施設を
視察することによって，学生は各施設における
助産業務の違いを知る機会も得ていた．
　新卒看護師が感じる看護基礎教育と看護実践
現場とのギャップについて調査した研究（平塚・
中島・永田・石津，2009）では，基礎教育修了
時点の能力と現場が求める能力とのギャップが
新卒看護師の職場定着を困難にする要因である
と報告している．「ハイリスク妊婦を受け入れ
る，帝王切開術が多いという特徴をもつこと，
それによる助産師の業務も正常を取り扱うこと
が多い病院とは異なってくるといった比較がで
きた．」というように，本研修は，岩手の周産
期医療で助産師として活躍するためには，ハイ
リスク妊娠の管理，帝王切開術を筆頭にした周
手術期看護の実践能力が求められることを知る
機会となっていたことが分かる．本研修の対象
である助産学科目履修生は3年次生であるため，
進級後の4年次から本格的に助産学を履修する
こととなる．助産学科目の履修が本格的に始ま
る前に，周産期医療の現場に足を運び，現場が
求める助産実践能力を知ることは，学生がハイ
リスク妊娠・分娩の助産実践を学んでいく上で
動機づけの機会となったと示唆される．
　さらに，「それぞれの病院の特色，力を入れ
ていることなどが異なっており，あらためて自
分がどのような助産師になってどのように働き
たいのかを見つめなおす機会となった．」，「自
分が今後どのような助産師になりたいか考える
事ができ，また，それに合った場所を選ぶ必要
があると分かった．」というように，学生は複
数の施設を視察し比較することで，個々の病院
の特色や役割を理解するだけでなく，将来，自
身が助産師としてどのように働きたいのか，見
つめなおす機会を得ていた．宇城・塚本・井上・
春山・水戸（2009）は，看護学部卒業生の進路
決定と就業継続に関する調査の中で，看護職と
してどうありたいか，自分のやりたいことを明
確にし，それを実現するために自身の未来を切
り開いていくキャリアデザインの重要性を述べ
ている．本研修により，母性看護学実習とは異
なる機会に施設を視察し，岩手県の周産期医療
の実状に触れたことは，岩手県内の周産期医療
施設の役割を知るのみにととまらず，学生の助
産師としての将来像やキャリアデザインに影響
を与えたことが分かる．
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２）岩手県内の周産期医療施設における助産師
の活動の実際を知る
　表2に示すように，学生達は各施設におけ
る助産師の活動の実際を捉えていた．「赤
ち ゃ ん に や さ し い 病 院〔Baby Friendly 
Hospital(BFH)〕」取得に向けてスタッフ一同で
取組んでいるということがよくわかりました．
母乳栄養率も高く，乳房ケアはもちろん，お母
さんが自信を持って母乳を与えられるようなサ
ポートが行き届いているのだということがわ
かりました．」といった母乳育児支援に特化し
た取り組みの実際を知れたという声が聞かれ
た．また，「死産や流産の母体へのケアや母親
の心へ深く寄り添うことができる病院と感じま
した．死産を経験したお母さんがこれからの生
活，日常へ戻り，どのように死を受け入れ乗り
越えていくか，関わり方はたくさんあるという
ことを学びました．グリーフケアでは，声かけ
に決まったものはなく，母親がそれぞれにもつ
背景にあわせることが必要であると聞き，奥が
表 1 岩手県内の周産期医療施設の役割を知る 
・帝王切開が多いために愛着形成を促すことができるようなケアを重点的に行っている
ことがわかった．母子分離が長いため，面会の際は写真を撮る，実際に触れ合う，な
るべく赤ちゃんと母親が接する機会を持てるようにする等，ハイリスクの出産の愛着
形成，母乳ケア，授乳のケアが特色のように感じた． 
・病院によって助産師の業務の内容に違いがあることをあらためて実感することができ
た． 
・ハイリスク妊婦を受け入れる，帝王切開術が多いという特徴をもつこと，それによる
助産師の業務も正常を取り扱うことが多い病院とは異なってくるといった比較ができ
た． 
・それぞれの病院の特色，力を入れていることなどが異なっており，あらためて自分が
どのような助産師になってどのように働きたいのかを見つめなおす機会となった． 
・自分が今後どのような助産師になりたいか考える事ができ，また，それに合った場所
を選ぶ必要があると分かった． 
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深くて難しいと感じました．」，「グリーフケア
に力を入れているということで，悲しいお産に
なってしまった場合にもお母さんや赤ちゃん，
家族に助産師としてどのようにケアできるのか
を深く学べる病院であるということが分かりま
した．」というように，ペリネイタルロスにお
ける助産ケアの実際を知り，感銘を受けた様子
が読み取れた．このように，分娩介助以外の場
でも活躍する助産師の活動の実際に触れたこと
は，学生にとって貴重な経験となったといえる．
３）助産師としての将来を考えることでの効果
　表3に示すように約9割の学生が「参考になっ
た」と回答していた．どのような点でそう感じ
たのかを自由記述で尋ねたところ，表4に示す
ように「病院の見学や助産師の方々の生の声を
聞き，将来の自分自身の助産師としての姿を想
像することができた．」といった声や，「それぞ
れの病院の特色，力を入れていることなどが異
なっており，あらためて自分がどのような助産
師になってどのように働きたいのかを見つめな
おす機会となった．」といった声が聞かれた．
　ここから，本研修に参加したことで学生達が，
助産師としてどのような自分で在りたいか，自
分の将来を考える機会となっていたことが読み
取れる．また，本研修は，従来行ってきた本学
に来学してもらう招聘式の研修ではなく，学生
自らがバスで県内各地に出向き，岩手の周産期
医療の実状に触れる参加型の研修とした．これ
は，本看護学部として初めて取り組んだ，先駆
的な研修である．学生達は視察先に出向き，岩
手の周産期医療の実状を自分の目で見て，肌で
感じることで，「実習でしか病院内を見ること
ができなかったので，実習では分からないこと，
看護師や助産師の雰囲気も，より深く知ること
ができた．」，「病院の施設見学や働いている看
護師の方のお話を聞いて，病院の特色を知るこ
とができただけでなく，実際に訪れたことで，
私が就職する上で重要視している病院の雰囲気
についても知ることができ，とても有意義だっ
た．」というように，限られた実習時間では感
表 3 研修内容が将来を考えるうえで参考となったか 
 平成 29 年度(n=12) 平成 30 年度(n=6) 合計(n=18) 
参考になった 10 名 83.3％ 6 名 100％ 16 名 88.8％
ある程度参考になった 2 名 16.7％ 0 名 0％ 2 名 11.1％
あまり参考にならなかった 0 名 0％ 0 名 0％ 0 名 0％ 
参考にならなかった 0 名 0％ 0 名 0％ 0 名 0％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　 表 3：研修内容が将来を考えるうえで参考となったか
　　 表 4：研修内容が将来を考えるうえで参考となったと考える理由4  
・病院の見学や助産師の方々の生の声を聞き，将来の自分自身の助産師としての姿を想
像することができた． 
・それぞれの病院の特色，力を入れていることなどが異なっており，あらためて自分が
どのような助産師になってどのように働きたいのかを見つめなおす機会となった． 
・実習でしか病院内を見ることができなかったので，実習では分からないこと，看護師
や助産師の雰囲気も，より深く知ることができた． 
・病院の施設見学や働いている看護師の方のお話を聞いて，病院の特色を知ることがで 
きただけでなく，実際に訪れたことで，私が就職する上で重要視している病院の雰囲
気についても知ることができ，とても有意義だった． 
・盛岡や滝沢が生活圏だと，現地集合のセミナーの場合，自力で現地へ行くより近い病
院を選んでしまいがちでした．今回のキャリアセミナーで，病院それぞれの特色や施
設の雰囲気を肌で感じることができ，他の病院が自分の進路の選択肢が増えました． 
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じ取れない病院の雰囲気を感じとっていった．
さらに，「盛岡や滝沢が生活圏だと，現地集合
のセミナーの場合，自力で現地へ行くより近い
病院を選んでしまいがちでした．今回のキャリ
アセミナーで，病院それぞれの特色や施設の雰
囲気を肌で感じることができ，他の病院が自分
の進路の選択肢に増えました．」というように，
学生一個人では訪問しにくい遠方の施設を視察
することで，自身の視野が広がったという声が
聞かれた．
　平成20年12月文部科学省の中央教育審議会に
おいて「学士課程教育の構築に向けて(答申)」
が出され，「学生が入学時から自らの職業観，
勤労観を培い，社会人として必要な資質能力を
形成していくことができるよう，教育課程内外
にわたり，授業科目の選択等の履修指導，相談，
その他助言，情報提供等を段階に応じて行い，
これにより，学生自ら向上することを大学の教
育活動全体を通じて支援する「職業指導（キャ
リアガイダンス）」を適切に大学の教育活動に
位置付けることが必要である．」ことが提言さ
れた(文部科学省，2009)．本学においても，看
護学部学生・就職委員会とキャリアセンターが
連携し，キャリア教育と就職支援の連携を強化
している．今後は本研修を継続していくと共に，
岩手県の企画であるサマーセミナーや施設ごと
に行われるインターンシップを有効に活用し，
助産学科目履修生が実習以外の場で，岩手の周
産期医療に触れ，助産師としての将来を考える
機会を持てるよう，引き続き支援していきたい．
Ⅵ．今後の課題
　研修の企画・実施を振り返り，アンケート調
査の内容から，研修目的がある程度達成されて
いる感触を得ることができた．本学として初め
て企画した県内の周産期医療施設の視察研修
は，学生が岩手県の周産期医療施設の役割や助
産師の活動の実際を知る上で，有益な機会と
なっていた．その一方で，本研修は一日という
限られた時間の中で3施設を訪問するという過
密スケジュールであった．その為，学生に施設
毎での気づきや学びを整理する時間を十分に確
保出来なかった．さらに，本研修は，助産学科
目の履修が本格的に始まる前の3年次の春季休
業期間に実施したが，訪問時期については検討
の余地がある．
　今後は，年度で1回の単発開催ではなく，サ
マーセミナーやインターシップを有効に活用し
ながら，助産学科目履修生が岩手県内の周産期
医療施設の役割や助産師の活動の実際を知り，
岩手県の周産期医療に貢献する意欲を高められ
るような視察研修を企画していくことが課題で
ある．
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